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プロフィール

商 号 ：株式会社安川電機
YASKAWA Electric Corporation

創 立 ：1915年（大正4年）7月16日

本社所在地：福岡県北九州市八幡西区黒崎城石2番1号

資本金 ：230億円

従業員数 ：連結 13,667名 ※臨時社員含む

売上高 ：連結 3,103億円（2012年度*）

主な事業 ：・モーションコントロール（サーボ、インバータ）
・ロボット
・システムエンジニアリング
・情報

（2013年3月20日現在）

アントニン・レーモンド氏※設計により、1954年に完成。
2009年7月「第5回北九州市都市景観賞（建築物部門）」を
受賞。

※チェコ出身のアメリカ人建築家。旧帝国ホテルを設計
したライト氏の設計助手として来日、その後も日本に
住んで多くの作品を手掛け、近代日本のモダニズム
建築の祖とも言われている。1976年没。

本社

*本資料に記載の2012年度は、2012年3月21日から2013年3月20日までの連結会計年度です。
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事業の変遷 ～モートルからロボットまで～

創立
1915年 1950年 1980年 1990年

創業者

安川 敬一郎

初代社長

安川 第五郎

2000年

現社長

津田 純嗣

当社事業の変遷当社事業の変遷

ミナーシャモータミナーシャモータ

MOMOＴＯＭＡＮＴＯＭＡＮ 半導体ロボット半導体ロボット

ＡＣサーボＡＣサーボ

ＩＰＭモータＩＰＭモータ

ロボット

鉱山 鉄鋼・ｾﾒﾝﾄ 工作機械 自動車 コンピュータ 半導体・液晶
主な適用市場主な適用市場

メカトロニクスメカトロニクス
の安川の安川

オートメーションオートメーション
の安川の安川モートルの安川モートルの安川 ロボットの安川ロボットの安川

人と社会人と社会
地球環境地球環境
新産業新産業

超への挑戦

20001960 19801940

技術戦略技術戦略

メカトロニクスの提唱
産業用ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽを

目指す

プラント用電機品システムプラント用電機品システム

ヒューマン& エコ
メカトロニクスの創造

三相誘導電動機三相誘導電動機

電動機・重電

代表的な製品

ＶＳモータＶＳモータ

ｽｰﾊﾟｼﾝｸﾛﾅｽﾓｰﾀｽｰﾊﾟｼﾝｸﾛﾅｽﾓｰﾀ

汎用商品として初

システムエンジニアリング

モーションコントロール
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事業概要

システムエンジニアリング事業

・産業用ロボット産業用ロボット
・サービスロボット
・真空ロボット
・クリーンロボット

・高圧インバータドライブ

・スーパーエコノモータ、高効率モータ

・鉄鋼プラントシステム

・上下水道用電気計装システム

・インバータインバータ

・AC/DCAC/DCサーボモータサーボモータ
・サーボドライバ

・モーションコントローラ

・ビジョンセンサ

ロボット事業

モーションコントロール事業
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セグメント別・仕向先別売上高構成比

セグメント別売上高構成比セグメント別売上高構成比 仕向先別売上高構成比仕向先別売上高構成比

2012年度
連結売上高
3,103億円 47%

36%

ﾓｰｼｮﾝ
ｺﾝﾄﾛｰﾙ

情報

4%ｼｽﾃﾑ
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

12%

ロボット

国内

47%
欧州

11%

その他アジア

12%

2012年度
連結売上高
3,103億円

国内

46%
海外

54%

米州

17%

欧州

10%

その他アジア

11%

中国

16%

*その他は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス等を
含んでおります。

その他*
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安川電機のグローバルネットワーク

YASKAWA AMERICA, INC.
Drives & Motion Division

YASKAWA
ELECTRIC UK LTD.

YASKAWA NORDIC AB

上海安川電動機器
有限公司

安川電機

スコットランド

ドイツ

スウェーデン

カナダ

アメリカ

ブラジル

YASKAWA AMERICA, INC.
Motoman Robotics Division

メキシコ

YASKAWA Europe GmbH 
Robotics Division

YASKAWA RISTRO D.O.O.
スロベニア

中国

安川電機（瀋陽）有限公司

中国

中国

アメリカ

YASKAWA Canada Inc.

YASKAWA Mexico S.A. DE C.V. 

YASKAWA ELECTRICO DO BRASIL
LTDA. 

MOTOMAN ROBOTICA DO BRASIL, 
Ltda

インド

インド

海外主要拠点

安川電機 本社

日本（北九州市、埼玉県入間市）

YASKAWA SHOUGANG 
ROBOT CO., LTD.

ドイツ

YASKAWA Europe GmbH
Drives & Motion Division

YASKAWA ELECTRIC
(SINGAPORE)  PTE. LTD.

シンガポール 安川電機(中国)
有限公司

中国

YASKAWA ELECTRIC KOREA 
CORPORATION 
韓国

YASKAWA SOUTHERN 
AFRICA (PTY) LTD.

南アフリカ

YASKAWA ELECTRIC TAIWAN 
CORPORATION

台湾

YASKAWA INDIA PRIVATE 
LIMITED 

Robotics Division

YASKAWA INDIA 
PRIVATE LIMITED
Drives Division

YASKAWA EUROPE
TECHNOLOGY,LTD.

イスラエル

安川（中国）機器人有限公司

中国
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海外売上高比率の伸長海外売上高比率の伸長

46%

16%

11%

16%
11%

35%

18%13%

21%

13%

海外販売を拡大海外販売を拡大
日本は新規事業で量確保日本は新規事業で量確保

2015年度2015年度2012年度2012年度

米州 欧州 中国 アジア日本

売上高 3103億円 売上高 4000億円

54%54% 65%65%

当社中期経営計画”Realiｚe 100” より
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事業のグローバル化に伴う知財管理の取り組み

＜基本的な取り組み＞

グローバル化に伴い、知財権を確保して (技術内容に
よっては出願せずに秘匿して守るべきものもある)、事業
部のグローバルビジネス展開を支援する。

オープン・クローズ戦略を考慮しつつ、他社権利に触れな
い独創性のある技術を開発して製品化し、知財権でガー
ドすることより市場占有率アップに貢献していく。
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組織体制／人材確保／コスト負担
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当社各事業のグローバル展開

(V)
(M)

(V)
(M)(R)

(V)
(R)

(V)
(M)(R)(S)

開発

(V)(V)
(M)(R)(S)

(V)
(M)(R)

(V)
(M)(R)(S)

(V)
(M)(R)(S)

生産

(V)
(M)

(V)
(M)(R)(S)

(V)
(M)(R)

(V)
(M)(R)(S)

(V)
(M)(R)(S)

調達

(V)
(M)(R)(S)

(V)
(M)(R)(S)

(V)
(M)(R)(S)

(V)
(M)(R)(S)

(V)
(M)(R)(S)

(V)
(M)(R)(S)

サービス

(V)
(M)(R)(S)

(V)
(M)(R)(S)

(V)
(M)(R)(S)

(V)
(M)(R)(S)

(V)
(M)(R)(S)

(V)
(M)(R)(S)

販売

アフリカアジア中国欧州米州日本

（Ｖ）：インバータ事業 （Ｍ）：モーションコントロール事業
（Ｒ）：ロボット事業 （Ｓ）：システムエンジニアリング事業

各種知財権の
確保

技術封印
（証拠保全）

契約（知財条
項）サポート

新
興
国
へ
も
展
開
要



Copyright © 2014 YASKAWA Electric Corporation 9/15Copyright © 2012 YASKAWA Electric Corporation

グローバル展開の手順

■当社グローバル展開におけるプロセスと知財マネジメントの対応

多国籍な知財管理多国籍企業
出資・一部輸出入・
技術支援・知財管
理・ライセンス

企画・開発・製造・
販売・サービス

現地本社（独資）８

現地法人の知財担当(部門)
と連携した発明・知財管理

グローバル
企業

出資・一部輸出入・
技術支援・知財管
理・ライセンス

グローバル戦略遂行
開発・製造・販売・
サービス

開発製造販売会社
（独資）

７

親会社・子会社間の技術・
製造情報の提供と保護

国内企業
＋海外子会社

出資・一部輸出入・
ライセンス

製造・販売・サービス
製造販売会社
（独資）

６

合弁解消後も見越した
知財・製造ノウハウ管理

国内企業
＋海外子会社

出資・一部輸出・
ライセンス

製造・販売・サービス
販社（独資）＋製造
会社（合弁）

５

必要に応じた海外子会社
支援

国内企業
＋海外子会社

出資・輸出・
ライセンス

販売・サービス販社（独資）４

合弁解消後も見越した知財
管理(商標ライセンス含む)

国内企業
＋海外子会社

輸出・ライセンス販売・サービス販社（合弁）３

輸出先国の特許調査他国内企業輸出パートナー支援
パートナー

(代理店・総代理店)
２

国内主体国内企業情報提供・収集情報発信・収集駐在員事務所１

日本国内管理のみ国内企業なしなしなし０

知財マネジメント組織親会社の役割子会社の役割海外子会社の形態レベル
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組
織
体
制

全社プロパテント推進体制（2005～）

担当者毎
（+手続担当）

技術分野毎
主務者設置

電気/機械系、
企画･管理

事業部毎、
企画･管理

社内異動/公募 社内異動 社内異動/中途採用

23名（弁理士1名） 28名（弁理士1名） 30名（弁理士～7名） 31名（弁理士7名）

明細書作成：技術者＆知財担当者の内製 特許事務所を活用したタイムリーで迅速な出願

主
な
管
理
水
準･

施
策

届出件数、出願項数（出願件数）

外国出願件数

登録件数

出願（秘匿）件数

グローバル出願率
↓

新興国出願率

主要製品出願（秘匿）率

ｱｼﾞｱ地域出願率
パテントレイティングﾞ評価

量から質への移行（転換） 目標：全件審査請求･全件外国出願(技術流出防止)

知財予算の増大必要性をアピール

権利維持要否判断の強化

知財関連契約管理強化（中国支援、弁護士連携etc.）

クローズ/オープン戦略
コンサル活動
模倣対策･技術流出防止支援
国際標準対応

知財活動の進展状況

出願･権利化、海外戦略、
契約･商標･管理

2011年度から、グローバ
ルな知財権取得を前面
に出した施策に転換

2014年度は４極開発体制に合わせた
管理項目に再設定予定
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知財管理の重心の変化 ～日本出願と外国出願の年推移～

0
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2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

外国

日本

2010年以降、「量から質へ」で絞り込んだ日本出願を外国へ積極的に出願する方針。

出
願
延
件
数

当社の会計年度
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その他
アジア

5%

米州

14%

欧州

5%

中国

7%

国内

69%

海外

31%
国内

47%

中国

15%

欧州

11%

米州

14%

その他
アジア

12%

海外

53%

仕向先別の売上高構成比/特許権保有件数比

特許権
保有件数
2,674件
2013.12.26現在

2012年度
連結売上高
3,103億円

地域毎の販売量に対応するその地域の特許等の知財権が必要になってくる。

仕向先別売上高構成比仕向先別売上高構成比 保有特許権の国別構成比保有特許権の国別構成比
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当社知財出願（2013年1～12月）の出願国別割合

・新興国(インド・ブラジル他)へは重要な知財に関して先取り的な観点から出願。

・当社の四極(日中米欧)の開発体制が整うと、この四極を重視した出願配分にする。

日本

中国

米国

欧州

インド

ブラジル

韓国

台湾

その他

PCT

日本

中国

米国

欧州特許庁

インド

ブラジル

韓国

PCT

知財出願は特許、実用新案、意匠登録とする。
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事業のグローバル化に伴う知財マネジメント
＜役割＞
・親会社/子会社、SBUを超えた全社知財戦略の立案と遂行。
・グローバル展開のレベルによる各国でのきめ細かな対応と知財権の確保。
・事業のグローバル化において知財権は、
①技術流出防止
②当社の技術的優位性の確保によるシェアアップ
③権利活用による第三者からのライセンス収入

に効果を産むようマネジメント。

＜今後の課題と対応＞
・親会社、子会社間での技術提供に伴う対価としてのライセンス料授受は、
各国法規、税務の視点での配慮要。発明報奨ルールも同じ。
・海外における模倣品摘発体制と対応力の強化（ＪＥＴＲＯとの協業など）。
・海外におけるM＆A時の、知財評価の強化と知財の活用。
・技術流出対策の一環として技術封印(証拠保全)の活用強化。
・製品適用技術のオープン・クローズ知財戦略。
・グローバルな知財権確保と国際標準化の推進。
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ご清聴ありがとうございました。


